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あ
な
た
の
好
奇
心
を
刺
激

「
知
り
た
い
」を
つ
く
る
図
書
館

日本一
本を読むまちに

各
地
域
の
図
書
館
に
は

そ
れ
ぞ
れ
特
徴
が
あ
り

ま
す
。
読
書
環
境
が
異
な

れ
ば
、
同
じ
本
で
も
違
っ

た
印
象
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
あ
な
た
に

ぴ
っ
た
り
な
図
書
館
を

見
つ
け
ま
せ
ん
か
？
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秋穂図書館　館内が見渡せる
書架が低く設計されている。子どもで
も本を選びやすく開放的な空間。
DATA 開館時間：平日 10 時～ 18 時、
土・日 9 時～ 17 時／休館日：月曜、祝日、
年末年始ほか／所在地：秋穂東 6823-1
／電話：083-984-0065 

小郡図書館　旅に出たくなる
交通の要衝らしく、館内には旅と鉄道
のコーナーがある。
DATA 開館時間：平日 10 時～ 19 時、
土・日 10 時～ 17 時／休館日：火曜、
祝日、年末年始ほか／所在地：小郡下
郷 609-1 ／電話：083-973-0098

　

書
店
で
目
に
留
ま
っ
た
一
冊
の
本
。

早
く
読
み
た
い
と
い
う
ワ
ク
ワ
ク
感
を

味
わ
っ
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
各
地
域
の
図
書
館
で
は
図

書
館
に
行
き
た
く
な
る
特
色
あ
る
イ
ベ

ン
ト
や
講
座
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
各
地
域
の
図
書
館
独
自
の
取
り

組
み
や
、
そ
れ
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

広
報
広
聴
課

☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
５
３

読
書
の
力

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し
、
多

く
の
情
報
が
あ
ふ
れ
、
ま
た
簡
単
に

発
信
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
現
在
、

「
言
葉
」
の
使
い
方
に
よ
っ
て
は
、
相

手
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
危
険
性
も
秘

め
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　

正
し
く
「
言
葉
」
で
相
手
に
伝
え

る
に
は
、
豊
富
な
知
識
や
広
い
視
野
、

客
観
的
に
物
事
を
捉
え
る
視
点
が
大

切
で
す
。
こ
の
力
を
養
う
こ
と
が
で

き
る
の
が
「
読
書
」
で
す
。

　

市
で
は
、
日
本
一
本
を
読
む
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
各
図

書
館
は
、
読
書
に
結
び
つ
く
さ
ま
ざ

ま
な
企
画
を
行
っ
て
い
ま
す
。

好
奇
心
を
呼
び
覚
ま
す

　

４
月
、
小
郡
図
書
館
で
は
、
ガ
ス

問
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小郡図書館でボランティアの
方々と合同で企画された、ガスに
関するおもしろ実験の様子。子ど
も達は、ガスを燃料に動く車の模
型を食い入るように見つめていた。
阿東図書館で行われた折り紙教

室の様子。館内には、教室で作っ
た巨大な鶴星人と呼ばれる折り紙
が飾られるなど遊び心も忘れない。
徳地図書館で行われた歴史講座

の様子。ストーリーテリングなど、
大人向けの講座も行われている。
阿知須図書館では、エントラ

ンスホールに絵画などを展示し
ている。山口きらら博で使われた
個性的な建物の一部を活用するな
ど、モニュメントとしての一面も
ある図書館。

徳地図書館　歴史を感じる
元県立図書館の分館だった歴史の古い図
書館。柔らかい照明で落ち着いている。
DATA 開館時間：平日 10 時～ 18 時、
土・日 9 時～ 17 時／休館日：月曜、祝日、
年末年始ほか／所在地：徳地堀 1527-3
／電話：0835-52-0043 

阿東図書館　芸術に出会える
地元アーティストの作品を展示。地元
出身芥川賞作家のコーナーもある。
DATA 開館時間：平日 10 時～ 18 時、
土・日 9 時～ 17 時／休館日：月曜、
祝日、年末年始ほか／所在地：阿東徳
佐中 3425-1 ／電話：083-956-0785

阿知須図書館 ピンクの屋根が特徴
山口きらら博で使用されたパビリオン
を再利用。愛称は「きらら館」。
DATA 開館時間：平日 10 時～ 18 時、
土・日 9 時～ 17 時／休館日：月曜、祝日、
年末年始ほか／所在地：阿知須 2737-1
／電話：0836-66-0001

会
社
の
職
員
を
講
師
に
招
き
、
小
学

生
を
対
象
に
燃
料
電
池
と
天
然
ガ
ス

を
使
っ
た
実
験
が
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
火
を
使
っ
た
炎
色
反
応
の
実
験

や
、
マ
イ
ナ
ス
１
９
６
度
の
世
界
を

体
験
で
き
る
な
ど
、
ガ
ス
の
プ
ロ
な

ら
で
は
の
科
学
実
験
に
、
み
ん
な
目

を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。
館
長
は
「
こ

の
よ
う
な
実
験
を
通
し
て
さ
ら
に
好

奇
心
を
持
っ
て
も
ら
い
、
図
書
館
の

本
に
手
を
伸
ば
し
て
も
ら
え
れ
ば
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

大
人
向
け
の
講
座
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
10
月
、
徳
地
図
書
館
で
は
地

元
の
歴
史
を
掘
り
起
こ
し
て
い
る
方

に
よ
る
歴
史
講
座
「
高
杉
晋
作
と
徳

地
の
人
々
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

高
杉
晋
作
率
い
る
奇
兵
隊
が
転
陣
し

て
き
た
徳
地
な
ら
で
は
の
講
座
で
す
。

防
府
市
か
ら
来
ら
れ
た
方
は
「
歴
史

教
科
書
に
は
載
っ
て
い
な
い
部
分
に

本
当
の
歴
史
の
面
白
さ
を
感
じ
た
」。

ま
た
、
小
郡
か
ら
来
ら
れ
た
方
は
「
地

元
史
を
勉
強
し
始
め
た
が
何
の
本
か

ら
読
ん
で
い
い
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

今
回
の
講
座
は
わ
か
り
や
す
か
っ
た
」

と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

今
、
各
地
域
の
図
書
館
は
、
来
館

者
の
読
書
習
慣
に
つ
な
が
る
よ
う
さ

ま
ざ
ま
な
き
っ
か
け
づ
く
り
を
行
い
、

好
奇
心
を
呼
び
覚
ま
す
な
ど
、
従
来

の「
待
つ
」図
書
館
か
ら
、「
発
信
す
る
」

図
書
館
へ
と
変
化
し
て
い
ま
す
。

１４

２

３

１

２

３

４
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図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

各
地
域
の
図
書
館
で
は
、
よ
り
魅
力
的

な
図
書
館
に
す
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
が
本
の
読
み
聞
か
せ
や
、
講
座
な

ど
を
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

宝
物
を
育
て
る
よ
う
に

　

秋
穂
図
書
館
に
は
、
本
の
読
み
聞
か

せ
を
す
る
部
屋
が
あ
り
、
職
員
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
毎
月
第
１・
３
木
曜

日
に
子
ど
も
へ
の
読
み
聞
か
せ
を
し
て

い
ま
す
。
図
書
館
の
建
設
に
も
関
わ
ら

れ
た
と
い
う
「
図
書
館
と
友
だ
ち
の
会
・

秋
穂
」
の
原
田
さ
ん
は
「
子
ど
も
は
敏

感
で
、
読
み
手
の
感
情
が
伝
わ
り
や
す

い
か
ら
、
こ
ち
ら
も
気
持
ち
を
込
め
て

読
み
た
い
ん
で
す
。
だ
か
ら
こ
こ
は
独

立
し
た
部
屋
に
な
っ
て
い
ま
す
」。
大
き

な
声
を
出
し
て
も
他
の
来
館
者
に
迷
惑

が
か
か
ら
な
い
よ
う
、
配
慮
し
た
造
り

が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
さ
い

お
子
さ
ん
で
も
安
心
し
て
本
を
楽
し
め

る
よ
う
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
布

の
絵
本
を
作
る
な
ど
、
地
域
全
体
で
子

ど
も
を
育
て
よ
う
と
い
う
気
風
が
感
じ

ら
れ
ま
す
。
秋
穂
図
書
館
は
た
く
さ
ん

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
支
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
大
切
に
さ
れ
て
い
る

図
書
館
も
あ
り
ま
す
。
阿
東
図
書
館
で

は
、
職
員
が
館
内
の
本
を
活
用
し
た
折
り

紙
教
室
を
行
っ
た
り
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
な
ど

季
節
に
合
わ
せ
て
館
内
を
飾
っ
た
り
す
る

な
ど
、
人
が
集
ま
る
雰
囲
気
を
作
っ
て
い

秋穂図書館のボランティアのみなさん

地
域
で
育
て
る
、
図
書
館
で
育
て
る

日本一
本を読むまちに
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秋穂図書館では、毎月第１・３木曜に絵本の読み聞か
せを行っている。
小郡図書館では、毎月第４日曜に折り紙教室を行ってい

る。9月には小さな絵本等を作るものづくり教室を行った。
阿知須図書館では、宇部市立西岐波中学校の生徒が職

場体験学習で、あじす保育園の年長さんに読み聞かせを
行った。
阿東図書館には、地元のチェーンソーアーティストに

よる動物のオブジェや、巨大な折り紙を飾るなど、館内
は楽しい雰囲気。芥川賞作家「斯波四郎」や「氏原大作」
など地元出身の作家コーナーもある。

11月は、図書館まつりへ Go ！

ま
す
。
休
日
に
な
る
と
、
図
書
館
の
カ
ウ

ン
タ
ー
は
、
地
域
の
方
々
や
職
員
の
笑
顔

で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
阿
東
図
書
館
の
職

員
は
「
ま
ず
は
、
利
用
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。
職
員
が
年
間
を
通
じ
て
創
意

工
夫
し
、来
館
者
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。　

　

子
ど
も
は
社
会
の
宝
と
い
い
ま
す
。
地

域
に
根
付
い
た
愛
情
が
読
書
を
支
え
、
地

域
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
達
を
育
て
て
い
ま

す
。

阿知須図書館まつり
おはなしキラキラによる朗読劇、バルーンアート、
クリスマスツリー作りなど

小郡図書館まつり
ビブリオバトル、おはなし会スペ
シャル、管楽器等での演奏会など

徳地図書館まつり
お楽しみ抽選会、スノードーム
作りなど

中央図書館まつり
エフエム山口パーソナリティに
よる「わくわく絵本ひろば」、影
絵パフォーマンス、県立大学の学
生によるすごろくゲームなど

１

４３

２

１

３日

４日

５日

11日

２

３

４

お近くの

図書館へ
どうぞ

阿知須図書館の職員
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「
昔
か
ら
食
べ
物
の
好
き
嫌
い
が
無
く
、
何

で
も
食
べ
て
き
た
お
か
げ
で
無
病
で
過
ご
す

こ
と
が
で
き
た
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
（
９
月
１
日
時
点
）、
本
市
で
新

た
に
百
歳
に
な
ら
れ
る
方
は
60
人
、
百
歳
以

上
の
方
は
１
８
９
人
お
ら
れ
ま
す
。

　

 

高
齢
福
祉
課

　

 

☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
９
３

　

９
月
20

日
、
韓
国
仁

川
広
域
市
教

育
庁
の
職
員

２
人
が
、
本

市
を
視
察
す

る
た
め
山
口

市
教
育
委
員

会
を
訪
れ
ま

し
た
。

　

仁
川
広
域
市
の
任イ
ム
ヘ
ギ
ョ
ン
恵
靖
奨
学
官
は
、「
山
口

市
は
、
学
校
と
地
域
の
関
わ
り
や
、
子
ど
も

た
ち
の
国
際
化
へ
の
取
り
組
み
に
積
極
的
で

あ
る
と
聞
い
て
い
る
。特
に
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・

ス
ク
ー
ル
制
度
に
つ
い
て
、
重
点
的
に
視
察

し
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
、
大
殿
小
学
校
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
取
り
組
み
や
山

口
情
報
芸
術
セ
ン
タ
ー
の
教
育
普
及
事
業
、

野
田
学
園
中
学
・
高
等
学
校
の
ユ
ネ
ス
コ
ス

ク
ー
ル
の
説
明
等
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

 

社
会
教
育
課

　

 

☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
８
６
５

　

９
月
４
日
か
ら
10
月
12
日
ま
で
、「
平
成
29

年
第
３
回
市
議
会
定
例
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

市
長
は
、
開
会
初
日
に
本
庁
舎
の
整
備
に

関
す
る
検
討
や
、
総
合
計
画
の
策
定
、
新
山

口
駅
周
辺
整
備
の
進
捗
状
況
な
ど
市
政
の
概

況
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
・
第
４
号
）
や
山
口
市
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
秋
楽
園
組

合
の
解
散
に
関
す
る
協
議
、
平
成
28
年
度
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
な

ど
、
追
加
提
案
も
含
め
て
議
案
37
件
お
よ
び

諮
問
７
件
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
す

べ
て
可
決・同
意・承
認・認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
議
員
提
出
の
意
見
書
１
件
・
決

議
１
件
、
委
員
会
提
出
の
意
見
書
１
件
が

議
案
と
し
て
提
出
さ
れ
、
意
見
書
２
件
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

 

市
議
会
事
務
局

　

 

☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
８
５
４

　

９
月
19
日
、
徳
地
、
阿
東
地
域
で
移
住

者
の
定
着
支
援
に
取
り
組
む「
定
住
サ
ポ
ー

タ
ー
」
の
委
嘱
状
交
付
式
を
山
口
総
合
支

所
で
行
い
ま
し
た
。

　

「
定
住
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
」
は
、
地
域
住

民
の
方
に
、
移
住
希
望
者
へ
の
住
ま
い
や

仕
事
の
情
報
提
供
、
相
談
窓
口
と
な
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、
円
滑
な
定
住
へ
と
繋

げ
て
い
く
と
い
う
本
市
独
自
の
制
度
で
す
。

　

定
住
サ
ポ
ー
タ
ー
を
代
表
し
て
田
村
哲

信
さ
ん
は
「
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
地
域

の
祭
り
が
無
く
な
り
、
小
・
中
学
校
も
縮
小

し
て
い
る
。
自
分
た
ち
の
地
域
の
こ
と
は
、

自
分
た
ち
で
考
え
、
10
年
後
、
20
年
後
も

こ
の
地
で
暮
ら
し
て
く
れ
る
方
を
１
人
で
も

多
く
見
つ
け
た
い
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

 

定
住
促
進
課

　

 

☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
４
６
４
６

　

９
月
19
日
、

今
年
度
、
百
歳

を
迎
え
ら
れ
る

方
々
を
代
表
し

て
、
平
川
在
住

の
杉
山
ハ
ツ
ノ

さ
ん
に
祝
状
と
祝
金
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

杉
山
さ
ん
の
元
気
の
秘
訣
は
、
よ
く
体
を

動
か
す
こ
と
と
、
畑
で
と
れ
た
新
鮮
な
野
菜

な
ど
を
し
っ
か
り
食
べ
る
こ
と
だ
そ
う
で
、

定
住
サ
ポ
ー
タ
ー
に

委
嘱
状
を
交
付

平
成
29
年
度
に
百
歳
を
迎
え
ら

れ
る
方
に
祝
状
と
祝
金
を
贈
呈

平
成
29
年
第
3
回
市
議
会

定
例
会
を
開
催

問

問

韓
国
仁
川
広
域
市
教
育
庁
が

本
市
を
視
察

問

12 月に百歳を迎えら
れる杉山さん

問

韓国仁川広域市教育庁職員（左から
2 番目と 4 番目）との集合写真

表
紙
の
写
真

羽
ば
た
け
、
十
種
ヶ
峰
か
ら
世
界
へ

　

10
月
8
日
、
十
種
ヶ
峰
ス
キ
ー
場
を

舞
台
に
、
や
ま
ぐ
ち
十
種
ヶ
峰
国
際
ダ

ウ
ン
ヒ
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
表
紙
の

写
真
は
、
幸
田
玲
音
選
手
（
東
京
都
）

が
、
プ
ロ
ラ
イ
ダ
ー
で
も
避
け
て
通
る

ほ
ど
の
急
傾
斜
に
あ
る
石
の
上
を
果
敢

に
下
っ
て
い
る
様
子
で
す
。

　

こ
の
大
会
は
、
サ
イ
ク
ル
県
や
ま
ぐ

ち
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
シ
ン
ボ
ル
イ
ベ
ン

ト
の
一
つ
で
、
昨
年
か
ら
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
今
年
は
、
国
際
自
転
車
競
技
連

合
か
ら
国
際
大
会
と
し
て
認
定
さ
れ
、

県
外
の
み
な
ら
ず
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や

フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
も
エ
ン
ト
リ
ー
が
あ

り
ま
し
た
。

　

幸
田
選
手
は
ま
だ
高
校
３
年
生
。
昨

年
は
試
走
中
に
怪
我
を
し
て
決
勝
に
出

場
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
年
は
13

位
と
大
健
闘
。
山
口
の
大
会
で
互
い
に

鍛
え
あ
っ
た
選
手
た
ち
が
、
い
つ
か
世

界
で
活
躍
す
る
日
が
来
る
と
い
い
で
す

ね
。

表彰式で本市の特産品を授与
された上位の 3 選手ら

広報広聴課☎083-934-2753問

ウェブサイト
でも公開中
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山
口
市
総
合
計
画
で
は
、
政
策
を
８
つ

の
分
野
に
区
分
し
、
本
市
が
目
指
す
ま
ち

の
実
現
に
向
け
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
進
み

具
合
や
事
業
の
成
果
状
況
を
客
観
的
に
把

握
・
分
析
す
る
た
め
、
３
７
２
の
成
果
指

標
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
成
果
指
標
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
を

対
象
に
行
っ
て
い
る
「
ま
ち
づ
く
り
ア
ン

ケ
ー
ト
」の
結
果
な
ど
を
基
に
評
価
し
、「
ま

ち
づ
く
り
達
成
状
況
報
告
書
」
と
し
て
毎

年
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

成
果
指
標
を
設
定
し

市
民
の
皆
さ
ん
が
評
価

取り組みが
順調な指標数

全 体 53.0% 197 指標
健 康 福 祉 分 野 52.2% 35 指標
教 育 文 化 分 野 47.2% 34 指標
生 活 安 全 分 野 65.4% 34 指標
環 境 分 野 68.6% 24 指標
都 市 整 備 分 野 59.3% 16 指標
経 済 産 業 分 野 41.9% 26 指標
自 治 振 興 分 野 42.9% 9 指標
行 政 経 営 分 野 52.8% 19 指標

取り組みがおおむね順調とみなされる指標の割
合（達成度が 70％以上）のまとめ

やまぐち母子健康サポートセンター開設
妊娠から出産、子育て期までの切れ目のない相
談、支援の拠点として「やまぐち母子健康サ
ポートセンター」を平成 28 年 10 月に開設し
ました。

待機児童解消に向け、保育施設定員 292 人、
放課後児童クラブ定員 75 人増加
保育ニーズの高まりによる待機児童解消に向けた取り組みと
して、保育施設の整備支援や放課後児童クラブの整備を行い、
定員拡大を図りました。引き続き、待機児童解消に向けた取
り組みとして、保育施設については、民間保育所の整備支援
や認定こども園への移行支援などによる定員拡大、放課後児
童クラブについては、新設や増設による定員拡大を行います。

平
成
28
年
度
の

ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
状
況

　

本
市
で
は
、「
山
口
市
総
合
計
画
」
に

基
づ
い
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
は
期
間
を
10
年
間
と
す
る
、
長

期
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
で
す
。
こ
こ

で
は
、
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み

状
況
を
紹
介
し
ま
す
。

　

 

企
画
経
営
課

　

 

☎
０
８
３ｰ

９
３
４ｰ

２
７
４
７

「まちづくり達成状況報告書」、「山
口市総合計画」は、電子書籍やウェ
ブサイトで確認できるほか、各総
合支所の市政情報コーナーでもご
覧いただけます。

すずみ第２学級（宮野小学校区）開所

講座の様子 健康福祉分野における取り組み

その他の取り組み
たんぽぽ保育園、野田学園幼稚園、阿知須幼稚園の増築支援
／大内南小学校区みなみ第３学級の新設整備／こども医療費
の助成対象の拡大

問

取り組みが
順調な指標数

全 体 53.0%
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小学校に続き、中学校への
タブレット端末等の導入をスタート
中学校に、教師用タブレット端末や電子黒
板を導入するともに、情報教育支援補助員
を増員し、ICT 機器を効果的に活用した授
業を展開するための環境づくりに取り組み
ました。引き続き、全小・中学校の児童・
生徒用のタブレット端末等の整備や全普通
教室への電子黒板の整備等、ICT 環境の整
備を進めていきます。

観光客数 471 万人を達成
観光客数は、山口宇部空港における韓国からの国際
定期便の就航などによる外国人観光客数の増加や、
レノファ山口 FC ホームゲームの観客数増加の影響
等もあり、前年度と比較し、約４万１千人増加し、
宿泊客数も最多の 93 万 8,341 人となりました。引
き続き明治維新 150 年などの本市固有の地域資源を
生かしながら、デスティネーションキャンペーンや、
インバウンド誘客に向けた積極的なプロモーション
に取り組んでいきます。

市内の消費喚起を促進する取り組みを実施
安心快適住まいる助成事業の実施により、約 3 億円
の消費を喚起しました。

企業誘致により新たに 455 人の雇用を創出
平成 28 年度の誘致企業数は 11 社で、455 人の雇用を
創出し、平成 25 年度からの 4 年間の累計は、誘致企業
数 26 社、新規雇用者数は 1,011 人となりました。山口
物流産業団地と鋳銭司団地が完売し、市内産業団地の残
り区画が少ないことから、新たな産業団地の整備に向け
た取り組みを進めていきます。

タブレット端末を使った授業の様子

レノファ山口 FC を活用した誘客プロモーション

完売した鋳銭司団地

教育文化分野における取り組み

経済産業分野における取り組み

その他の取り組み
東アジアを重点市場とした誘客プロモーション、受け
入れ体制の実施／プレミアム商品券に対する支援／
ほ場整備の推進／道の駅の機能向上

二島中学校での授業風景

その他の取り組み
大内小学校の増築工事／あすなろ第 1 教
室の新築移転／学校図書の整備・図書館
指導員 22 人の配置／十朋亭の活用に向
けた整備／創造的歴史公園の整備
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生活安全分野における取り組み

その他の取り組み
長通り雨水幹線（小郡地域）を 95m 整備／長谷ポンプ場の改
築工事の実施／市内全地域の空家実態調査の実施／消防用高
所監視装置（高所カメラ）の設置

総合浸水対策として４つの雨水排水施設を整備
山口市総合浸水対策計画に基づき、吉敷、湯田、大歳地域に雨
水貯留施設、平川地域に雨水排水ポンプを設置するとともに、
家庭における雨水貯留施設の設置を進めました。引き続き、浸
水対策をはじめ、防災意識、地域防災力、海岸高潮対策、初動・
復旧体制、危機管理体制の充実を目指した取り組みを進めます。

大浦一般廃棄物最終処分場が完成
平成 26 年度から着工していた大浦一般廃棄物最
終処分場が平成 29 年 3 月に完成しました。引き
続き、ごみの減量化や資源化に向けた取り組みを
促進するとともに、大浦一般廃棄物最終処分場を
活用した分別・リサイクルの啓発や環境学習の場
の充実に取り組んでいきます。

新山口駅北口駅前広場西側ロータリーの供用を開始
新山口駅ターミナルパーク整備事業について、平成 28
年 12 月に、新山口駅北口駅前広場の西側ロータリーを
一般車・タクシー乗降場および駐車場として供用開始し
ました。引き続き整備を行い、ターミナルパーク整備事
業の平成 31 年度の完了を目指します。

宮野地域・陶地域の地域交流センターの建替えを実施
平成 28 年度は宮野地域と陶地域の地域交流センター
の建替工事を実施し、供用を開始しました。引き続き、
地域と地域交流センターの連携により、地域づくり
活動への市民参加を促していくとともに、地域交流
センターの整備や機能強化を進めていきます。

埋立処分施設内の様子

若宮雨水貯留浸透施設

宮野地域交流センター

陶地域交流センター

西側ロータリー

自治振興分野における取り組み

その他の取り組み
小鯖地域交流センターの駐車場整備／地域づくり交付
金、自治会等自治振興交付金の交付／地域おこし協力隊
の活動地域を市内全地域に拡大（17 人が活動）

環境分野における取り組み

その他の取り組み
山口情報芸術センターと連携した体験可能な環境
学習コンテンツ（ワークショップ等）の開発／電気
自動車（ＥＶ）タクシーの導入促進

都市整備分野における取り組み

その他の取り組み
新山口駅北地区拠点施設整備事業を担う事業候補者の
決定／東山通り下矢原線の整備完了／コミュニティバス
の実証運行、コミュニティタクシー運行支援、グループ
タクシーの利用促進等を実施
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山口市の財政公表 と 財政指標の公表
平成29 年度 平成28年度決算 に基づく

平成 29 年度上半期 (9 月 30 日まで ) の市の財政状況と、平成 28 年度決算に基づいた財政指標につ
いてお知らせします。

　      　  　　　　　　　　　　　　　　　       　財政課 ☎ 083-934-2750

財政公表（平成 29 年度上半期） 
■一般会計の収支状況（9月末現在）

今年度（9 月末現在）の予算は、874 億 3,506 万円（市民 1人当たり約 45 万円）

■特別会計の収支状況（9 月末現在）
「特別会計」とは、国民健康保険や介護保険など、特定の目的をもって事業を行う場
合に一般会計と区分して経理する会計のことです。

■市有財産現在高

※予算現額には、平成 28 年度からの繰越額 42 億 2,326 万円を含んでいます。

区　分 9 月末現在高
土 地 853万8,373.95㎡
建 物 69万4,586.33㎡
山 林 2万2,932.05ha
立 木 506万393㎥
有価証券 1億2,197万円
出 資
による権利

10億141万5,498円
3,104.09㎡

債 権 12億8,025万5,272円

基金
（現金）301億9,259万2,479円
（土地） 11万4,608.97㎡

区　　分 9月末現在高 1人当たりの現在高
一 般 会 計 968億8,656万円 50万1,478 円
特 別 会 計 46億5,381万円 2万4,088 円
合 計 1,015億4,037万円 52万5,566 円
利 息 54億9,075万円 2万8,420 円
一時借入金 0円 0円

※利息は、利率見直し等により変動します。
※ 9 月末現在の人口　19 万 3,202人

会　　計 予算現額 収入済率 執行済率
国民健康保険 235億9,436万円 36.3％ 49.5％
後期高齢者医療 30億3,380万円   32.9％ 33.2％
介 護 保 険 191億2,251万円 38.7％ 36.0％
介護サービス         5,578万円 39.4％ 81.7％
駐 車 場 5,878万円 57.6％ 56.7％
簡 易 水 道 16億5,048万円 2.2％ 54.9％

会　　計 予算現額 収入済率 執行済率
農業集落排水 5億7,523万円 11.0％ 47.5％
漁業集落排水 2,472万円 11.2％ 38.0％
地 域 下 水 道 666万円 37.2％ 68.0％
国 民 宿 舎 7,597万円 0.0％ 12.4％
特 別 林 野 1,104万円 38.4％ 11.9％

合　　計 482億933万円 35.6% 43.3%

平成 29 年度一般会計の予算は、当初予算に平成 28 年度からの
繰越額 42 億 2,326 万円を含め、872 億 2,326 万円でしたが、
その後、2 億 1,180 万円の追加補正を行い、9 月末現在で 874
億 3,506 万円となりました。追加補正の主な内容は、九州北部
豪雨災害への救援等にかかる対応として 1,500 万円、衆議院解
散に伴う衆議院議員選挙にかかる対応として 7,400 万円です。

■市債の状況

問

8億42万円

35億3,887万円

38億3,033万円

65億2,456万円

65億7,434万円

民 生 費

土 木 費

総 務 費

公 債 費

衛 生 費

教 育 費

農林水産業費

消 防 費

商 工 費

そ の 他

（32.6％）

（14.9％）

（12.7％）

（10.9％）

（7.5％）

（7.5％）

（4.4％）

（4.0％）

100億 200億

予算現額（執行済率）
項 目

（予算に占める割合）

歳出

（53.4％）

（48.6％）

（0.9％）

（41.0％）

（44.5％）

（51.5％）

（53.6％）

（52.0％）

（44.9％）

（4.6％）
40億6,461万円（49.0％）

284億9,896万円

129億9,280万円

111億1,763万円

94億9,254万円

（70.9％）

62億2,398万円
（29.3％）

（13.2％）

（29.9％）

（2.7％）

（54.5％）

63億4,899万円

117億9,665万円

149億7,410万円

155億9,200万円

259億8,095万円

（53.2％）

（18.4％）

45億6,800万円

19億5,039万円

100億 200億

予算現額（収入済率）
項 目

（予算に占める割合）

歳入

市 税

地方交付税

市 債

国庫支出金

県 支 出 金

使用料・手数料等

その他の交付金等

諸 収 入

（29.7％）

（17.9％）

（17.1％）

（13.5％）

（7.3％）

（7.1％）

（5.2％）

（2.2％）

（66.8％）

歳入予算額     　　
874億3,506 万円

収入済額     　　　  
   339億3,565 万円　

             （収入済率 38.8％）　　       

歳出予算額     　　
874億3,506 万円

契約済額     　　　  
416億2,223 万円

             （執行済率 47.6％）　　       

※使用料・手数料等は、使用料および手数料、分担金および負担金、
　財産収入、寄付金、繰入金、繰越金の合計です。
※その他の交付金等は、地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、
　株式等譲渡所得割交付金、地方消費税交付金、ゴルフ場利用税
　交付金、自動車取得税交付金、国有提供施設等所在市町村助成
　交付金、地方特例交付金、交通安全対策特別交付金の合計です。

 ・収入済率
　今年度の予算額に
　対し、どの程度お
　金が入ってきたか
　を示します。
　（収入済額／予算額）

 ・予算額
　1年間に必要なお金
 ・執行済率
　今年度の予算額に
　対し、どの程度執行
　したかを示します。 
　（契約済額／予算額）

※その他は、　災害復旧費、議会費、労働費、予備費の合計です。
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健全化判断比率

平成 28 年度決算に基づく
財政の健全性を示す指標の算定結果を公表します
「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の規定により算定した
4 つの「健全化判断比率」と「資金不足比率」を公表します。

実
質
赤
字
比
率

財政規模に対する一般会計等の赤字の割合で
す。この比率が大きいほど財政運営は厳しい
状態です。山口市の一般会計等は、一般会計
のほか、地域下水道特別会計、特別林野特別
会計の合計となります。
山口市の状況は？
　収支決算は黒字（約 8 億円）です。

早期健全化基準　11.33 ％
財政再生基準　　20.00 ％

赤字額は
ありません－

連
結
実
質
赤
字
比
率

財政規模に対する全会計の赤字の割合です。
全会計とは、一般会計等や水道事業、下水道
事業など全事業の合計となります。この比率
が大きいほど財政運営は厳しい状態です。

山口市の状況は？
　収支決算は黒字（約 56 億円）です。

早期健全化基準　16.33 ％
財政再生基準　　30.00 ％

赤字額は
ありません－

実
質
公
債
費
比
率

財政規模に対する１年間で支払った借入金返
済額などの割合で、３年間の平均で比率を算出
します。この比率が大きいほど資金繰りが厳し
い状態です。
山口市の状況は？
　比率の数値は良好です。

早期健全化基準　 25.0 ％
財政再生基準　　 35.0 ％

4.8%

資
金
不
足
比
率

事業収入を基に、独立採算を原則として経営
する公営企業※について、資金不足額と収益
とを比較して指標化したものです。
山口市の状況は？
　資金不足はありません。

経営健全化基準　20.00 ％

資金不足は
ありません－

※公営企業…水道事業、公共下水道事業、農業集落排水事業、漁業集落排水事業、
　　　　　　国民宿舎事業、簡易水道事業をいいます。

指標の結果から見えること
本市はすべての指標において基準を下回っており、財政の健全性が保たれています。

今後も分析を継続しながら、安定した財政運営に努めていきます。

資金不足比率 経営健全化基準
早期に経営健全を図る必
要があることを示す基準
資金不足比率が、経営
健全化基準を超えた場
合には、「経営健全化計
画」を策定し、自助努力
で経営健全化を進める
ことになります。

早期健全化基準
財政の悪化が警告段階
であることを示す基準
4 つの健全化判断比率
の指標のうち、1つでも
この基準を超えると「財
政健全化団体」になり、
財政健全化計画を定め
るとともに、自助努力
で健全化を進めること
になります。

財政再生基準
財政が破綻状態であ
ることを示す基準
4 つの健全化判断比率
の指標のうち、さらに
状況が悪化して、１つ
でもこの基準を超えた
場合には「財政再生団
体」となり、市は財政
再生計画を定め、国の
監督を受けながら財政
の再生に取り組むこと
になります。

将
来
負
担
比
率

財政規模に対して将来市が支払う借入金返済
額などの割合です。この比率が大きいほど将
来の市の財政を圧迫することが見込まれます。
山口市の状況は？
　比率の数値は良好です。

早期健全化基準　350.0 ％

26.8%

●ウェブサイトでも今回の公表内容や、過去の公表などをご確認いただけます。 山口市　財政 検索
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全国SLサミット in やまぐち
SL を活用して沿線地域の魅力を全国に発信し、地
域活性化を図るため「全国SLサミット inやまぐち」
を開催します。24日の記念式典には俳優の六角さん
始めサミットのためだけに集まった方々によるトー
クイベントがありますので、ぜひお越しください。

お問い合わせ　山口市観光交流課 ☎ 083-934-2810

やまぐち SL フェア 2017
やまぐち号の機関車 3 両が勢揃い。沿線
物産の販売など。会場は新山口駅隣接。

記念式典（プレミアムトーク）
俳優の六角精児さんほか鉄道関係者らの楽
しいトーク。D51 記録映像上映など。

D51 復活運転
D51 が 44 年ぶりに山口線に復活。新山口
駅１番乗り場では出発式を実施。

C57・D51 の重連運転
貴婦人とデゴイチが連なって走る姿が見ら
れるのは山口だけ。

【タイムスケジュール】
17:00 ～ 18:30　ミニコンサート、SL 映像上映
18:30 ～ 19:15　オープニングセレモニー、スギテツ演奏
19:30 ～ 21:00　プレミアムトーク「SL が拓く地域の未来」

記念式典

●入 場 料　 無料
●定　   員　 先着 800 人
●申し込み　 E メールで、件名に「全国 SL サミット申し込み」、本文に代表者の氏名、年齢、
　　　　　　 性別、〒住所、電話番号、申し込み人数を入力してお送りください。
　　　　　　 slsummit@sage.ocn.ne.jp

空前絶後の 4 日間！
11 月

23日
木・祝

11月
24日

金

11 月
25日

土

11 月
26日

日

と　き　11 月 24 日 （金）17 時～21 時
ところ　山口県健康づくりセンター（吉敷下東三丁目 1-1）

六角精児 ろっかく・せいじ
1962 年生まれ。兵庫県出身。個性
派俳優として舞台、映画、テレビな
ど幅広く活躍中。芸能界有数の鉄道
好きでも知られる。30 代後半から
乗り鉄になり、ほぼ全国の JR 路線
を制覇した。

藤谷哲男 ふじたに・てつお
昭和 52 年、国鉄に入社。鷹取工場で
ディーゼル機関の検修など多くの業務
に従事。SL「やまぐち」号けん引用の
C57 形 1 号機の復活整備や D51 形
200 号機の復活整備に携わる。平成
28 年から京都鉄道博物館副館長。

スギテツ 
クラシックの名曲を聴いて観て楽し
いコンサート活動を全国各地で展開
している。2014 年には、鉄道をテー
マにしたアルバム「走れ！超特急楽
団」が「輝く！日本レコード大賞」
の企画賞を受賞した。

杉浦哲郎 すぎうら・てつろう
岡田鉄平 おかだ・てっぺい
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山
口
七
夕
ち

ょ
う

ち
ん
祭
り

8
月
6
日
・

7
日

わ
が
ま
ち
も
、
と
な
り
ま
ち
も
、
ぐ
る
っ
と
再
発
見
！

400 年近く受け継がれており、
「山口の天神さま」とも呼ばれる
古熊神社の伝統あるお祭りです。
御神幸行列が古熊神社から八坂
神社御旅所まで練り歩き、八坂神
社からは参勤交代を彷彿させる
行列が合流します。江戸時代の風
情を今に伝える歴史絵巻のよう
な様子をご覧ください。

■日時　11月 23日（木・祝）
　　　　13時～ 16時
※当日は、交通規制を行います。

問 古熊神社☎083-922-0881

防府市からは
遊々かわフェスタ ʻ17

■日時　11 月 5 日（日）10 時～ 15 時
■場所　防府市佐波川本橋河川敷（本橋町）
■内容　初めての親子ヨガ、靴飛ばし大

会、のんびりウオーキング、写真コン
テスト、太鼓団体の競演、「合唱組曲佐
波川を歌う会」の合唱、佐波川に関す
るパネル展示、江戸時代に使われていた舟橋の再現、鱧カツカ
レー・カルビ丼・ミルク鍋等の販売

問 遊々かわフェスタ実行委員会事務局（防府市河川港湾課）
　 ☎ 0835-25-2180

府
防

宇部市からは
3 つのイルミネーションイベントが連携　光の街 UBE部

宇

山口市からは
山口天神祭 口

山
ぐるっと

再発見
！

光の世界を満喫しませんか。（①点灯式日時、②点灯期間）
【エアポート・イルミネーション】…山口宇部空港
　① 11 月 18 日（土）16 時から、　②来年 1 月 8 日（月・祝）まで

【TOKIWA ファンタジア】…ときわ公園　
　① 11 月 19 日（日）17 時 30 分から、②来年 1 月 14 日（日）まで

【チャイルドドリーム】…青少年会館
　① 11 月 23 日（木・祝）18 時から、②来年 1 月 5 日（金）まで
※点灯期間中は、会場を巡るイルミネーションバスが運行します。
問 宇部市広報・シティセールス課☎ 0836-34-8155、TOKIWA
　 ファンタジアは、宇部市ときわ公園管理課☎ 0836-54-0551

11 月 30 日（木）
19 時 30 分～20 時

(c)Seiya Nakai

放
送
日
時

11 月 17 日（金）
21 時～22 時

放
送
日
時

各地に根付いた文化や風習、風景などを記録し、映像遺産として未来へ伝える番組「新日本風土記 山口」と、
写真家の中井精也氏が、ローカル線を応援する番組「中井精也のてつたび！ JR山口線」が放送されます。
番組を通じて、改めて本市の魅力を感じませんか。　　　　　　　　ＮＨＫ山口放送局☎083-921-3737問

遠く室町時代には “ 西の京 ” とうたわれ、
栄華を極めていた山口。大内文化を源流と
し、今もさまざまな行事や芸能を愛する人々
が生きる “ 知られざる文化の都 ” の物語。

舞台は JR 山口線。紅葉、SL、沿線での
くらしなど、人々とのふれあいを大切に
しながら、あたたかく秋の JR 山口線の
魅力を描きます。

本市を取り上げた番組が
ＮＨＫ ＢＳプレミアムで放送されます
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皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
松
前
了

嗣
で
ご
ざ
い
ま
す
。
前
回
は
、
木
戸

孝
允
は
文
武
両
道
で
風
流
人
じ
ゃ
っ

た
と
い
う
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
今
回
は
、
山
口
市
に
あ
る

孝
允
ゆ
か
り
の
地
や
、
彼
が
山
口
で

過
ご
し
よ
っ
た
頃
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ご

紹
介
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

維
新
の
三
傑

　

木
戸
孝
允
旧
宅
跡
は
、
鴻
ノ
峯
の
麓
、

山
口
市
糸
米
に
あ
り
ま
す
。
孝
允
が
こ

の
地
に
住
居
を
構
え
た
の
は
慶
応
２
年

（
１
８
６
６
）。
彼
が
京
都
で
、
薩
摩
藩

の
西
郷
隆
盛
や
大
久
保
利
通
ら
と
「
薩

長
同
盟
」
を
締
結
し
た
年
の
こ
と
で
し

た
。
そ
の
翌
年
、慶
応
３
年（
１
８
６
７
）、

山
口
に
隆
盛
や
利
通
が
や
っ
て
来
ま
す
。

９
月
17
日
、
ま
ず
は
利
通
が
山
口
へ
入

り
、
藩
主
・
毛
利
敬
親
を
は
じ
め
、
孝

允
や
広
沢
真
臣
ら
と
会
談
。
薩
長
連
合

軍
の
東
上
を
約
束
し
ま
す
。
10
月
22
日
、

今
度
は
隆
盛
が
山
口
を
訪
れ
ま
す
。
こ

の
時
、
彼
は
藩
主
父
子
に
謁
見
、
酒
食

の
も
て
な
し
を
受
け
、
京
都
の
情
勢
な

ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

山 口

　

そ
し
て
、
明
治
４
年
（
１
８
７
１
）
１
月

７
日
、
再
び
山
口
に
来
た
隆
盛
と
利
通
は
、

８
日
、
孝
允
ら
と
「
版
籍
奉
還
」
に
つ
い

て
協
議
。
10
日
に
は
木
戸
邸
を
訪
問
し
ま

し
た
。
つ
ま
り
こ
の
地
は
、「
維
新
の
三
傑
」

が
集
合
し
た
、
記
念
す
べ
き
場
所
な
の
で

あ
り
ま
す
。

頼
れ
る
人
物

　

孝
允
の
日
記
を
見
ま
す
と
、
明
治
元
年

（
１
８
６
８
）
閏
４
月
の
箇
所
に
、「
終
日
不

絶
客
来
」
と
記
さ
れ
て
、
そ
こ
に
は
杉
孫

七
郎
、野
村
素
介
、御
堀
耕
助
、山
田
顕
義
、

福
田
侠
平
、
吉
富
簡
一
ら
の
名
前
が
出
て
き

ま
す
。
彼
が
友
人
た
ち
と
酒
を
酌
み
交
わ

し
な
が
ら
国
事
を
論
じ
た
様
子
が
う
か
が

え
ま
す
。そ
れ
か
ら
、明
治
４
年（
１
８
７
１
）

５
月
４
日
に
は
、
高
杉
晋
作
の
父
・
小
忠

太
が
訪
れ
、
晋
作
の
長
男
・
梅
之
進
を
学

業
に
専
念
さ
せ
る
た
め
、
東
京
行
き
の
計

画
を
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
11
日

の
箇
所
に
は
、「
今
日
、
大
和
・
高
杉
・
長

嶺・広
沢
等
の
寡
婦
を
相
招
け
り
」
と
あ
り
、

晋
作
の
妻
た
ち
を
招
い
た
よ
う
で
す
。
こ
の

よ
う
に
木
戸
邸
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち

が
訪
れ
ま
し
た
。
き
っ
と
孝
允
は
、
多
く

の
人
か
ら
慕
わ
れ
る
、
面
倒
見
の
え
え
人

じ
ゃ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。

木
戸
神
社

　

そ
ん
な
彼
も
、
病
魔
に
は
勝
て
ず
、
明

治
10
年
（
１
８
７
７
）、
京
都
に
お
い
て
、

帰
ら
ぬ
人
と
な
り
ま
し
た
。
享
年
45
。
彼

は
死
に
臨
み
、
邸
宅
と
山
林
を
糸
米
村
に

松
前
了
嗣

第15回

歴
史
発
見
！ 

こ
ね
ぇ
な
話
、
知
っ
ち
ょ
る
？

広
報
広
聴
課 

☎
０
８
３‐９
３
４‐２
７
５
３

問

寄
付
し
、
村
民
の
学
資
に
あ
て
て
も
ら
う

よ
う
遺
言
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
長
男
・
正
二

郎
は
、
旧
宅
・
山
林
を
山
口
県
へ
の
寄
託
を

通
じ
て
村
に
寄
付
し
ま
し
た
。
村
民
は
そ

れ
を
公
債
証
書
へ
転
換
し
、
そ
の
利
子
を

村
民
子
弟
の
学
資
に
あ
て
た
の
で
す
。

　

こ
の
遺
徳
に
報
い
る
た
め
、
村
民
た
ち

は
、
こ
の
地
に
祠
を
建
て
、
明
治
19
年

（
１
８
８
６
）
に
は
「
木
戸
公
恩
徳
碑
」
が

で
き
ま
し
た
。
木
戸
神
社
は
、
こ
う
し
た

村
民
た
ち
の
思
い
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
の

で
あ
り
ま
す
。

「
文
武
両
道
　
木
戸
孝
允
」  

そ
の
弐

木戸孝允旧宅跡（糸米）には石碑が建てられて
います。ここで孝允も、小川のせせらぎに心癒
されながら、詩を詠んだりしたんでしょうね。

木戸神社（糸米）

NPO法人防長史楽会、
やまぐち萩往還語り部
の会、山口市文化財保
護指導員。講演や執筆
活動にも積極的に取り
組んでいる。

松前了嗣　
まつまえ・りょうじ

参
考
文
献
お
よ
び
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

「
木
戸
孝
允
日
記
・
日
本
史
籍
協
会
編
・
マ
ツ
ノ
書
店
」、

「
防
長
回
天
史
・
末
松
謙
澄
・
マ
ツ
ノ
書
店
」、「
山
口

市
維
新
史
跡
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
・
山
口
市
総
合
政
策
部

文
化
政
策
課
・
山
口
市
」、「
甦
れ
歴
史
空
間 

大
内
文

化
ま
ち
づ
く
り
・
山
口
市
文
化
交
流
課
・
特
定
非
営

利
活
動
法
人
歴
史
の
町
山
口
を
甦
ら
せ
る
会
」
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フ
ァ
ン
が
た
く
さ
ん

集
ま
る
よ
う
に
な
っ

た
。
か
つ
て
大
衆
の

娯
楽
だ
っ
た
伝
統
文

化
が
地
域
の
つ
な
が

り
を
生
ん
だ
の
だ
。

和
紙
の
継
承
、
細
く
、
長
く
、
自
然
体
で

　

市
の
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
徳

地
手
漉
き
和
紙
。
市
内
で
手
漉
き
和
紙
を

作
っ
て
い
る
の
は
2
軒
の
み
と
な
っ
て
い

る
。
千
々
松
和
紙
工
房
で
和
紙
漉
き
を
継
承

し
て
い
る
千
々
松
友
之
さ
ん
は
、
父
親
が
高

齢
に
な
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
徳
地
手
漉

き
和
紙
の
火
を
絶
や
さ
な
い
た
め
に
と
3
年

前
に
帰
省
し
、
鮮
麗
さ
れ
た
技
術
を
受
け
継

い
で
い
る
。

　

ま
た
、
工
房
で
は
地
域
の
小
学
生
が
自
分

た
ち
の
手
で
卒
業
証
書
を
和
紙
で
作
る
場
を

提
供
す
る
な
ど
、
若
い
世
代
に
徳
地
和
紙
を

伝
え
て
い
る
。
祖
父
母
か
ら
父
母
へ
、
父
母

か
ら
子
ど
も
達
へ
。
細
く
、
長
く
、
徳
地
の

文
化
は
受
け
継
が
れ
て
き
て
い
る
。

　

本
稿
筆
者
も
、
故
郷
の
伝
統
和
紙
で
卒
業

証
書
を
作
っ
た
経
験
が
あ
り
、
今
回
の
取
材

し
た
こ
と
が
故
郷
と
重
な
り
懐
か
し
く
思
っ

た
。
昨
今
は
、
徳
地
和
紙
を
利
用
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
商
品
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

徳
地
に
住
む
み
ん
な
の
思
い
が
支
え
と
な
っ

て
い
つ
か
徳
地
ブ
ラ
ン
ド
が
世
界
に
認
め
ら

れ
る
日
が
来
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
、
そ
れ
は
、
そ
こ
に
住

む
一
人
ひ
と
り
が
支
え
て
い
た
。

浄
瑠
璃
が
地
域
を
つ
な
ぐ
ツ
ー
ル
に

　

徳
地
地
域
に
伝
わ
る
徳
地
人
形
浄
瑠
璃
は

明
治
初
期
か
ら
現
在
ま
で
伝
承
さ
れ
る
県
の

無
形
民
俗
文
化
財
の
ひ
と
つ
。
１
４
０
年
も

の
間
途
絶
え
な
か
っ
た
背
景
に
は
、
徳
地
を

活
性
化
さ
せ
た
い
と
い
う
願
い
が
あ
っ
た
。

　

徳
地
人
形
浄
瑠
璃
保
存
会
の
池
田
大
乗
さ

ん
は
地
域
の
要
望
を
受
け
て
、
亡
き
母
が
昭

和
48
年
頃
か
ら
続
け
て
き
た
中
央
小
学
校
の

人
形
浄
瑠
璃
の
指
導
を
5
年
前
か
ら
引
き
継

い
で
い
る
。「
今
で
は
、
6
年
生
に
な
っ
た

ら
自
分
た
ち
が
演
じ
る
と
い
う
心
構
え
が
出

来
て
き
た
」
と
、
続
け
て
き
た
活
動
が
根
付

い
て
き
た
こ
と
を
嬉
し
そ
う
に
語
る
。

　

も
と
も
と
徳
地
人
形
浄
瑠
璃
は
、
大
人
の

娯
楽
だ
っ
た
。
し
か
し
高
齢
化
が
進
み
、
大

人
に
よ
る
継
承
は
難
し
く
な
り
、
た
ま
た
ま

興
味
を
持
っ
た
子
ど
も
達
が
集
ま
っ
て
き
た

こ
と
か
ら
、
小
学
校
の
児
童
達
へ
教
え
始
め

た
。
こ
れ
が
結
果
的
に
地
域
に
良
い
影
響
を

も
た
ら
し
た
。
毎
年
、
体
験
学
習
で
の
練
習

の
成
果
を
発
表
す
る
発
表
会
で
は
、
袴
姿
の

我
が
子
を
一
目
見
よ
う
と
、
親
族
や
浄
瑠
璃

人口：6,045人（H29.10.1時点）
面積が本市の約30%を占め、徳地
北部には森林セラピー基地がある。
古くから林業が盛んで、東大寺再
建のために重源上人が徳地の木を
切り出して使ったことで知られる。

徳地

地域紹介

（写真上）中央小学校の児
童が浄瑠璃を練習してい
る様子。
（写真下）池田さんへの取
材の様子。「火を消さない
程度にやっていきたい」
と話されていたのが印象
的だった。中央小学校児
童による徳地人形浄瑠璃
発表会は 11月 10日（金）
10 時 30 分から徳地文化
ホールで行われる。入場
無料。

（写真上）島地小学校の児
童が徳地和紙の卒業証書を
作っている様子。
（写真下）文化継承者の実
父と一緒に取材に応じてい
ただいた千々松さん（中
央）。「継承についてあまり
難しく考えていない」とい
う。意外にも「徳地人形浄
瑠璃」と「徳地和紙」に通
じることは、地域の中に溶
け込み自然体で受け継がれ
ているということだった。

－ 最 終 回 －

市内 21 地域では、個性あふれる活動が地域の
ブランドとも言うべき魅力を生み出していま
す。このコーナーでは、それぞれの地域の取り
組みを紹介してきましたが、最終回は、本市で
職場体験をされた大学生に「地域とは」「伝え
るということは」この２つをテーマに取材して
頂きました。
問 広報広聴課☎ 083-934-2753



この広報紙は再生紙を使用しています。
使い終わったら、「新聞紙」として
古紙類の分別収集に出しましょう。
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11月
月12

11/3（金・祝）

ＨＯＬＡ！やまぐちスペイン
フィエスタ
会場中心商店街
内容 フラメンコフィエスタ／
オリンピック・スペイン代表水
泳選手団がやってくる！／Ｋ
ＲＹラジオ・ＦＭ山口２局同時
公開生放送／大鍋パエリア実
演調理・販売／「山口ゆめ花博」
スタンプラリー ／「花いっぱ
いフェスティバル」花いっぱい
花壇コンクール表彰式、チュー
リップの球根無料配布 他 
商店街連合会☎ 083-902-
0892

長門峡もみじ祭
会場道の駅長門峡
内容 鮎のつかみ取り／特産品
販売／もちまき 他
実 行 委 員 会 ☎ 083-955-
0011

山口文化協会☎ 083-934-
2717

11/4（土）、5（日）
山口市民文化祭
会場市民会館

11/10（金）～ 30（木）
秋の久留米市田主丸植木まつ
り＆ＪＡ全農やまぐち旬感
フェスタ
会場 道の駅きららあじす・き
らら庭園フェア横

   

11/12（日）
あじすふれあいまつり
会場 JR 阿知須駅通り等周辺
実行委員会 ☎ 0836-65-4127

11/11（土）、12（日）
ルーラル315・376フェスタ
会場 嘉年基幹集落センター広
場／道の駅「仁保の郷」／山里
農産加工販売所／徳地文化ホー
ル駐車場／ロハス島地温泉
内容 農山漁村の女性たちが中
心になって開催する朝市・イベ
ントなどを国道 315・376 号
沿線で結んだイベント
徳地農林振興事務所 ☎0835-
52-1115

開催中のイベント
来年 1/21（日）まで

文豪ストレイドッグス×中原中
也記念館 スタンプラリー
会場中原中也記念館 他
中原中也記念館 ☎ 083-
932-6430

会場秋穂中学校

11/19（日）
浜村杯秋穂ロードレース大会

  実行委員会 ☎ 083-984-2132

  古熊神社 ☎ 083-922-0881 

11/23（木・祝）
山口天神祭
会場古熊神社

観光交流課 ☎ 083-934-2810

11/23（木・祝）～ 26（日）
全国ＳＬサミット in やまぐち
会場新山口駅等市内各所
内容やまぐちＳＬフェア（11/23
新山口駅周辺）／全国ＳＬサミッ
ト記念式典（11/24 山口県健康
づくりセンター）／Ｄ 51復活運
転記念イベント（11/25、26 新
山口駅） ／ D51・C57 重連運転
（11/26）他

中央図書館 ☎083-901-1040 

11/11（土）
中央図書館まつり
会場中央図書館

県央商工会秋穂支所 ☎083-
984-2738

あいお祭り
会場秋穂地域交流センター

11/5（日）

たのＳＥＡ秋穂づくり協議
会 ☎ 083-984-5333

あいお花火まつり
会場大海漁港

  実行委員会 ☎083-929-0105

11/5（日）

仁保大農業まつり
会場道の駅「仁保の郷」

徳地フェスティバル
会場徳地山村開発センター周辺
  実行委員会 ☎0835-52-0217

未来の山口の運動会
会場 山口情報芸術センター
［YCAM]
山口情報芸術センター
［YCAM]☎ 083-901-2222

 テレビ山口 ☎083-923-3200

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問
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問

秋の夜長を彩る1,000本のろうそくの
火。山口市を代表する幻想的な風景を、
親子一緒に作ってみませんか？
【期日】11月の毎週土曜
【時間】16時～17時
　　　 イベントは17時～19時30分
【申し込み方法】
希望日の前日17 時までに、電話・FAX・
E メールのいずれかで、氏名・電話番号・
〒住所・参加日時・参加人数・年齢を、
大路ロビーまでお知らせください
大路ロビー ☎083-920-9220　　083-920-9221 　 info@ojilobby.jp

山口ゆらめき回廊 キャンドルの設置・点灯ボランティア香山公園【大殿】




